
も
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
や
交
通
事
故
を
防

ぐ
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、

社
会
の
皆
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
「
地

域
の
絆
」
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
は
、
約
五
千
五
百
の
町

内
会
等
が
交
番
・
駐
在
所
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
組
み
、
地
域
住
民
へ
の
情
報
発
信
や

自
主
的
な
地
域
安
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
住
民
参
加
に
よ
る
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

中
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
必
要
性
・
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
の

一
層
の
ご
尽
力
・
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

夏
を
迎
え
、
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
田
駅
で
の
更
生
保
護
に
関
す
る
広
報

活
動
に
は
、
私
も
市
長
時
代
か
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様

が
日
ご
ろ
か
ら
行
っ
て
い
る
対
象
者
へ
の

援
助
や
犯
罪
予
防
活
動
へ
の
貢
献
は
大
変

尊
く
、
多
く
の
方
た
ち
が
立
ち
直
り
、
社

会
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
の
時
代
は
、
技
術
革
新
や
Ｉ
Ｔ
化
等

に
よ
り
生
活
水
準
や
利
便
性
が
向
上
す
る

一
方
で
、
身
近
な
地
域
で
の
隣
近
所
の
付

き
合
い
や
人
々
の
対
話
が
希
薄
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
犠
牲
と

な
る
凶
悪
事
件
や
不
審
者
に
よ
る
声
か
け

事
案
が
発
生
す
る
な
ど
、
ど
こ
か
不
安
を

感
じ
さ
せ
る
社
会
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
安
感
を
払
拭
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
行
政
や
警
察
だ
け
で
な
く
、
住
民

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

秋
田
県
知
事
　
佐
　
竹
　
敬
　
久

せせらぎの郷・岩見川源流の初夏
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◆
理
事
会
・
協
議
員
会
開
催

　

四
月
十
四
日
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

に
お
い
て
第
一
回
更
生
保
護
援
護
協
会
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
年

度
事
業
成
績
・
収
支
決
算
に
つ
い
て
議
案

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
と
ど
こ
お
り
な
く

遂
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま

す
。

★
新
評
議
員
の
紹
介

櫻　

田　
　
　

清　

氏

新　

野　

建　

臣　

氏

藤　

井　

慶　

昭　

氏

三　

浦　
　
　

皓　

氏

藤　

井　

喜
美
男　

氏

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
一
年
一
月
以
降
）

一
金
　
三
十
万
円

秋　

田　

銀　

行　

様

一
金
　
十
万
円

藤　

原　

興　

道　

様

◆
本
年
度
の
重
点
事
項

⑴
県
を
始
め
と
す
る
地
方
自
治
体
か
ら
更

生
保
護
事
業
に
対
す
る
支
援
の
拡
大
が

得
ら
れ
る
よ
う
理
解
を
求
め
る
と
と
も

に
密
接
な
連
携
強
化
を
図
る
。

⑵
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
学
校
、
そ
の
他

の
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

⑶
第
五
十
九
回
を
迎
え
る
〝
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
〟
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る

よ
う
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
能
代
地
区
、

秋
田
地
区
、
角
館
地
区
保
護
司
会
を
指

定
し
事
業
参
加
及
び
積
極
的
関
与
を
行

う
。

⑷
犯
罪
被
害
者
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
更

生
保
護
制
度
の
事
業
推
進
に
関
す
る
情

報
の
収
集
に
努
め
る
。

⑸
保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会
の
設
置
地

区
と
連
携
し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
。

⑹
更
生
保
護
制
度
施
行
六
十
周
年
記
念
事

業
を
推
進
す
る
。

⑺
以
上
、
各
項
目
に
備
え
る
研
修
の
充
実

を
図
る
。

◆
従
来
的
充
実
強
化
事
項

⑴
「
更
生
保
護
制
度
施
行
六
十
周
年
記
念
」

第
四
十
二
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会
の

開
催
。

　

大
会
が
各
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
、

保
護
司
及
び
保
護
司
組
織
が
行
う
諸
活

動
の
充
実
、
活
性
化
の
契
機
と
な
る
よ

う
図
る
。
な
お
、
参
加
者
を
被
表
彰
者

に
限
ら
ず
協
力
雇
用
主
も
含
め
た
更
生

保
護
関
係
者
等
と
す
る
。

⑵
ブ
ロ
ッ
ク
別
ケ
ー
ス
研
究
会
の
実
施
。

　

ケ
ー
ス
研
究
会
を
主
催
し
、
地
区
会
相

互
の
交
流
と
各
地
域
の
犯
罪
予
防
、
更

生
保
護
思
想
の
普
及
に
資
す
る
。（
県
北

︱
鹿
角
、
県
央
︱
秋
田　

県
南
︱
湯
沢
）

　
（
抜
粋
）

　

次
の
方
々
が
新
役
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

顧　

問　

工
藤　

泰
二

　

〃　
　

佐
藤　

道
機

　

〃　
　

舛
屋　
　

一

会
長
・
理
事　

目
黒　
　

勵　

秋　

田
（
秋
田
〔
臨
港
〕）

副
会
長
・
理
事　

柴
田
喜
美
男　

総　

務
（
横
手
）

　

〃　
　

三
浦　
　

皓　

総　

務
（
本
荘
）

　

〃　
　

藤
原　

興
道　

総　

務
（
北
秋
田
）

常
務
理
事　

田
沼　

昭
男　

総　

務
（
男
鹿
）

理　

事　

櫻
田　
　

清　
犯
罪
予
防
（
秋
田
）

　
　
　
　

加
藤　

五
郎　
協
力
組
織
（
秋
田
〔
中
央
〕）

　

〃　
　

見
上　

裕
子　
み
ち
の
く
編
（
秋
田
〔
東
〕）

　

〃　
　

伊
藤　

ユ
ミ　
み
ち
の
く
編
（
秋
田
〔
臨
港
〕）

　

〃　
　

新
野　

建
臣　

研　

修
（
潟
上
湖
東

）

　

〃　
　

藤
井　

慶
昭　
協
力
組
織
（
能
代
）

　

〃　
　

瀧
村　

富
雄　

研　

修
（
鹿
角
）

　

〃　
　

宮
原　

文
彌　
犯
罪
予
防
（
大
館
）

　

〃　
　

藤
井
喜
美
男　
協
力
組
織
（
湯
沢
）

　
　
　
　

佐
々
木　

晟　
犯
罪
予
防
（
大
曲
）

　

〃　
　

茂
木　

光
夫　

研　

修
（
角
館
）

　

〃　
　

大
歯　

省
三　
六
十
年
史
担
当
（
秋
田
〔
中
央
〕）

監　

事　

進
藤　

晃
成　

（
大
曲
）

　

〃　
　

塚
田　

武
志　

（
秋
田
〔
中
央
〕）

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

秋　田　更　生　保　護 第 50 号（2）平成 21 年 8 月 5 日

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

平成20年度収支決算
秋田県更生保護援護協会
（平成21年3月31日）

収入合計　　7,509,926円
支出合計　　7,746,282円
差　引　き　　△236,356円

役員寄付金
40％

3,000,000

金品給与費
８％

630,810
事務費
18％

1,416,194

啓発費　6％
471,168連絡調整費

11％
814,684

助成費
52％

4,013,000

管理費　5％
400,426

篤志者寄付金
10％
715,000

助成金
８％

616,000

普通会員会費
８％

647,000

賛助会員会費
29％

2,139,000

財産収入
5％

392,926

支
出

収
入

収入の部

支出の部



高
齢
者
・
障
害
者
等
の
受
け
入
れ
の

現
状
に
つ
い
て

　

当
秋
田
至
仁
会
は
、
今
年
四
月
に
厚
生

労
働
省
及
び
法
務
省
等
が
計
画
実
施
の「
高

齢
又
は
障
害
に
よ
り
特
に
自
立
が
困
難
な

矯
正
施
設
出
所
者
等
を
保
護
す
る
更
生
保

護
施
設
（
全
国
で
五
七
施
設
）」
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
施
設
と
し
て
は
、
保
護
観

察
所
及
び
今
年
度
、
秋
田
県
が
立
ち
上
げ

の
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
、「
高
齢
又
は
障
害
者
等
」

出
所
者
が
直
ち
に
福
祉
に
よ
る
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
者
の
受
け
入
れ
の
促

進
に
努
め
、
ま
た
、
受
け
入
れ
後
は
福
祉

へ
の
移
行
準
備
、
社
会
生
活
に
適
応
す
る

た
め
の
指
導
・
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
、

本
年
四
月
に
福
祉
の
有
資
格
職
員
一
名
を

採
用
し
、
ま
た
、
施
設
内
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
す
る
な
ど
対
応
に
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
、
一
般
の
高
齢
者
等
に
つ
い
て
、
福
祉

施
設
へ
の
入
居
等
の
調
整
が
難
航
し
て
い

る
状
況
等
を
考
慮
し
た
場
合
、
保
護
観
察

所
や
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

の
調
整
・
働
き
掛
け
で
計
画
通
り
福
祉
に

よ
る
支
援
が
容
易
な
の
か
、
ま
た
、
そ
の

こ
と
か
ら
、
施
設
内
処
遇
が
長
期
化
す
る

の
で
は
な
い
か
な
ど
、
ス
タ
ー
ト
台
に
立

っ
た
今
、
や
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

会
員
数　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在

二
十
六
地
区　

二
、〇
一
〇
名

◆
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

　

五
月
十
五
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
秋
田
保
護
観
察
所
・
当
摩
敏
広

所
長
、
秋
田
保
護
司
連
合
会
・
目
黒
勵
会

長
、
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
・
桑
村
忠
良
顧

問
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
て
、
会
員

一
一
二
名
が
各
地
区
よ
り
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
歌
「
陽
ざ
し
の
中
で
」

を
会
員
一
同
で
斉
唱
の
あ
と
、
ご
来
賓
の

当
摩
所
長
は
じ
め
皆
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

①
平
成
二
十
年
度
事
業
経
過
報
告　

②
平

成
二
十
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
会
計

監
査
報
告　

③
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計

画　

④
平
成
二
十
一
年
度
収
支
予
算
、
以

上
に
つ
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
、
講
演
と
朗
読
「
あ
る
が
ゆ
え
に
」

を
、
真
宗
大
谷
派
浄
弘
寺
の
住
職
で
あ
ら

れ
る
矢
田
正
康
様
よ
り
拝
聴
し
ま
し
た
。

参
考
図
書
、
島
秋
人
著
「
遺
愛
集
」
と
、

前
坂
和
子
著
「
空
と
祈
り
」、
悪
事
を
反
省

し
、
悔
悟
、
改
心
、
命
を
見
つ
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
命
が
い
か
に
尊
い
か
を
知
る
。

☆
第
四
十
六
回
「
日
本
更
生
保
護
女
性
の

集
い
」
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て

五
月
二
十
七
日
全
国
よ
り
会
員
が
集
い
、

狩
野
安
会
長
の
も
と
開
催
さ
れ
席
上
、
秋

田
県
の
次
の
方
達
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋　
田　
至　
仁　
会

◆
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

秋　

田　
　

太　

田　

智　

子

　

藤　

里　
　

菅　

原　

優　

子

　

に
か
ほ　
　

加　

藤　

栄　

子

◆
今
後
の
主
な
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

・
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

九
月
三
十
日
〜
十
月
一
日　

宮
城
県

・
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修
会

十
月
十
九
日
〜
二
十
一
日　

東
京
都

＊

平
成
二
十
年
度
「
子
育
て
支
援
地
域
活
動

モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
て

北
秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

長
　
岐
　
和
　
賀

　

今
ま
で
の
事
業
（
子
育
て
支
援
活
動
を

含
む
等
）
は
、
役
員
中
心
に
進
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
こ
の
度
モ
デ
ル
地
区

指
定
を
受
け
て
、
地
域
の
会
員
が
殆
ど
参

加
、
自
主
的
な
活
動
の
機
会
が
得
ら
れ
て

難
儀
な
が
ら
も
喜
ん
で
励
み
、
会
員
同
志

の
絆
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
効
果
の
一

つ
で
あ
っ

た
こ
と
を

痛
感
さ
せ

ら
れ
た
。

百
七
十
二

名
の
会
員

が
地
域
ご

と
に
五
支

部
に
組
織

さ
れ
て
い

て
、
計
画

の
骨
子
を

立
て
た
も
の
の
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
、登
下
校
の
児
童
へ
声
か
け
運
動
・

幼
稚
園
等
幼
児
施
設
訪
問
（
手
作
り
お
手

玉
、
タ
オ
ル
等
の
お
み
や
げ
）、
ま
た
園
の

希
望
に
よ
っ
て
、
お
話
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
・
一
緒
に
歌
唱
等
、
そ
の
ほ
か
他
団

体
と
合
同
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
保
健
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
食
育
講
座
」
で
子
供
達

へ
の
お
手
伝
い
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
一
緒

の
世
代
交
流
会
（
子
供
・
更
女
・
老
ク
に

よ
る
餅
つ
き
会
）
等
、
多
く
の
行
事
に
係

る
こ
と
が
で
き
た
。

※
参
加
者

○
更
女
会
員
延
べ
二
百
二
十
七
名

○
幼
児
・
児
童
・
他
団
体
の
お
と
な
延
べ

お
よ
そ
一
千
二
百
六
十
名

　

更
女
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
上

で
も
、
よ
い
地
域
活
動
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

反
省
会
で
は
、
指
定
の
年
度
だ
け
に
終

ら
な
い
で
こ
れ
を
機
に
、
今
後
も
よ
り
一

層
広
く
続
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
し
た
。
多
忙
な
中
で
の
前
向
き
な
会
員

の
取
り
組
み
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

老人クラブと合同で餅つき会
園児たちもおてつだい（北秋田地区）

幼稚園訪問
喜んで集まった行儀のよい
園児たち（北秋田地区）
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◆
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
研
修
会

　

二
月
二
十
一
日
、
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

ー
ユ
ー
ス
パ
ル
に
お
い
て
平
成
二
十
年
度

県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
の
研
修
会
が
行
わ
れ
る
。

講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
特
別
支
援
教
育

室
フ
リ
ー
リ
ー
の
副
理
事
長　

大
内
博
文

氏
を
招
き
、
発
達
障
害
者
の
理
解
と
対
応

等
に
つ
い
て
の
講
話
を
い
た
だ
く
。

◆
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

　

四
月
十
八
日
、
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
加
藤
美
和
子
事

務
局
長
が
出
席
。

◆
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
代
議
員
会

　

五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
亘
り
、

東
京
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
岩
見
副
会
長
が
出
席
。

◆
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会

　

六
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
の
二
日
間
に

亘
り
、
青
森
県
八
戸
市
の
八
戸
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
52
回
東
北
地
方
Ｂ

Ｂ
Ｓ
大
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員

の
資
質
の
向
上
と
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
。

◆
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

　

六
月
二
十
八
日
、
秋
田
市
の
ユ
ー
ス
パ

ル
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
の
県
Ｂ
Ｂ

Ｓ
連
盟
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の

活
動
方
針
・
活
動
計
画
並
び
に
収
支
予
算

な
ど
が
了
承
さ
れ
る
。

◆
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
開
講

　

青
少
年
の
健
全
育
成
・
自
立
支
援
活
動

と
し
て
「
心
の
ケ
ア
」
を
目
的
に
青
年
教

室
を
開
講
。

　

不
登
校
生
や
ひ
き
こ
も
り
青
年
、
そ
れ

に
知
的
障
害
の
あ
る
青
少
年
た
ち
と
地
域

の
伝
統
行
事
、
清
掃
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
交
流
を
行

っ
て
い
る
。

　

四
月
二
十
六
日
、
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ユ
ー
ス
パ
ル
）
を
会
場
に
今
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
毎
月
１

回
（
第
四
日
曜
日
午
前
）
開
催
し
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
の
名
称
「
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
」

に
は
「
気
楽
に
い
こ
う
」
の
意
味
が
あ
る
。

◆
発
足
後
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
二
十
年
十
二
月
十
三
日
、
秋
田
地

方
検
察
庁
検
事
正
を
始
め
と
す
る
御
来
賓

を
お
迎
え
し
て
当
会
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
て
か
ら
、
早
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

関
係
各
位
や
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
に

よ
り
、
設
立
当
初
は
一
二
〇
社
ほ
ど
で
し

た
三
種
会
員
も
、
現
在
は
一
六
〇
社
に
ま

で
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
年

度
は
三
か
月
ほ
ど
の
期
間
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
間
に
、
男
鹿
保
護
区

に
お
い
て
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い

限
り
で
す
。

　

現
在
は
、
本
年
度
の
通
常
総
会
で
御
承

認
い
た
だ
い
た
当
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に

向
け
て
認
証
申
請
の
準
備
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
法
務
省
保
護
局
、
全
国
就

労
支
援
事
業
者
機
構
か
ら
の
御
助
言
を
い

た
だ
き
、
設
立
趣
意
書
、
定
款
の
一
部
を

改
正
す
る
必
要
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
、
近
く
理
事
会
を
開
催
し
た
後
、
臨

時
総
会
を
開
催
し
、
会
員
の
皆
様
に
再
度

御
審
議
い
た
だ
く
こ
と
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
初
の
予
定
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

よ
り
広
く
秋
田
県
内
の
事
業
者
の
方
々
の

御
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
改
正

で
す
の
で
、
関
係
各
位
と
会
員
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

高
齢
又
は
障
害
に
よ
り
特
に
自
立
が
困
難

な
矯
正
施
設
出
所
者
等
に
対
す
る
処
遇
の

充
実
等
に
つ
い
て

　

矯
正
施
設
出
所
者
等
の
う
ち
、
高
齢
者

又
は
障
害
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

適
当
な
住
居
の
な
い
も
の
は
、
そ
の
社
会

復
帰
の
過
程
に
お
い
て
著
し
い
困
難
を
伴

う
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者

に
つ
い
て
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
施
設
等

に
住
居
を
確
保
し
、
公
共
の
衛
生
福
祉
に

関
す
る
機
関
そ
の
他
の
機
関
に
よ
る
必
要

な
福
祉
に
係
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
保
護

観
察
及
び
更
生
緊
急
保
護
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
特
段
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
社
会
福
祉

事
業
を
行
う
施
設
等
に
居
住
で
き
る
見
込

み
は
あ
る
も
の
の
、
直
ち
に
は
同
施
設
等

に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
更

生
保
護
施
設
で
一
時
的
に
保
護
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
更
生
保

護
法
の
規
定
に
基
づ
く
委
託
に
よ
っ
て
補

導
援
護
、
応
急
の
救
護
又
は
更
生
緊
急
保

護
の
措
置
を
実
施
す
る
場
合
の
運
用
を
定

め
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

1　

そ
の
対
象
と
な
る
者
と
し
て
、

　

ア　

高
齢
（
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
）

で
あ
り
、
又
は
身
体
障
害
、
知
的
障

害
若
し
く
は
精
神
障
害
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
。

　

イ　

適
当
な
住
居
が
な
い
。

　

ウ　

高
齢
又
は
身
体
障
害
、
知
的
障
害

若
し
く
は
精
神
障
害
に
よ
り
、
健
全

な
生
活
態
度
を
保
持
し
自
立
し
た
生

活
を
営
む
上
で
、
公
共
の
衛
生
福
祉

に
関
す
る
機
関
そ
の
他
の
機
関
に
よ

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

2　

処
遇
の
内
容
と
し
て
は
、

　

ア　

高
齢
者
又
は
障
害
を
有
す
る
者
の

特
性
に
配
慮
し
た
、
社
会
生
活
に
適

応
す
る
た
め
の
指
導
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
た
め
の
訓
練

　

イ　

医
療
保
健
機
関
と
連
携
し
た
、
健

康
維
持
の
た
め
の
指
導
、
助
言

　

ウ　

更
生
保
護
施
設
退
所
後
に
円
滑
に
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春
の
叙
勲
・
褒
章

　
平
成
二
十
一
年
度
春
の
叙
勲
及
び
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
管
内
の
更
生
保
護
関
係

者
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ
り
め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お
一
層
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

（
敬
称
略
）

　

瑞
宝
双
光
章

入　

江　

光　

子

（
湯
沢
保
護
区保

護
司
）

　

藍
　

綬
　

褒
　

章

佐
々
木　

勇　

蔵

（
潟
上
湖
東
保
護
区

保
護
司
）

村　

上　

義　

正

（
湯
沢
保
護
区

元
保
護
司
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
た
め
の

次
に
掲
げ
る
調
整

（
ア
）
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

移
行
先
社
会
福
祉
施
設
等
に
対
す
る
、

特
別
処
遇
対
象
者
の
心
身
の
状
況
、
生

活
状
況
及
び
留
意
点
等
の
伝
達

（
イ
）
必
要
に
応
じ
て
生
活
保
護
の
申
請
を

支
援
す
る
な
ど
、
更
生
保
護
施
設
退
所

後
の
生
活
基
盤
の
調
整

　

保
護
観
察
所
長
は
、
こ
れ
ら
の
対
象
者

の
保
護
を
委
託
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
委

託
先
の
更
生
保
護
施
設
、
地
方
公
共
団
体
、

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
指
定

更
生
保
護
施
設
退
所
後
の
移
行
先
社
会
福

祉
施
設
そ
の
他
の
福
祉
関
係
機
関
等
と
十

分
な
連
携
を
図
り
、
同
対
象
者
に
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
円
滑
な
移
行
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
本
施
策
に
つ
い
て
は
、
目
下
、

県
が
進
め
て
い
る
地
域
生
活
定
着
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
等
を
待
っ
て
、
本
格
的
に

運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

参
加
対
象
少
年
に
対
し
、
早
い
時
期
か
ら

社
会
参
加
活
動
の
趣
旨
や
そ
の
内
容
を
説

明
し
、
参
加
の
動
機
付
け
を
高
め
、
意
思

の
疎
通
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
推
し
進

め
て
い
く
姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

褒
章
を
受
章
し
て

湯
沢
地
区
　
村
　
上
　
義
　
正

　

こ
の
度
は
か
ら
ず
も
春
の
褒
章
で
藍
綬

褒
章
の
栄
に
浴
し
、
身
に
余
る
光
栄
と
感

激
し
て
居
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
保

護
司
を
拝
命
致
し
ま
し
た
の
は
昭
和
六
十

年
・
退
任
ま
で
約
二
十
数
年
間
に
少
年
や

成
人
な
ど
多
く
の
対
象
者
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
対
象
者
も
今
で
は
り
っ
ぱ

に
社
会
人
と
し
て
更
生
さ
れ
て
い
る
姿
を

見
る
時
心
暖
ま
る
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
り

ま
す
。

　

私
も
六
月
三
十
日
で
退
任
す
る
事
に
な

り
、
い
さ
さ
か
淋
し
い
気
持
で
あ
り
ま
す
。

六
月
十
八
日
に
観
察
所
に
於
い
て
法
務
大

臣
の
感
謝
状
又
県
連
会
長
よ
り
功
労
賞
を

賜
り
、
退
任
保
護
司
四
名
の
出
席
者
に
対

し
て
当
摩
所
長
、
目
黒
県
連
会
長
様
お
二

人
よ
り
身
に
余
る
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
た
く
只
々
感
激
致
し
た
所
で

あ
り
ま
す
。
又
保
護
司
を
退
任
さ
れ
た
私

達
に
出
来
る
事
が
あ
れ
ば
更
生
保
護
活
動

に
役
に
立
つ
事
が
あ
れ
ば
幸
わ
い
と
存
じ

ま
す
。

　

最
後
に
保
護
司
会
の
益
々
の
隆
昌
と
ご

発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
参
加
活
動
へ
参
加
し
て
思
う
こ
と

湯
沢
地
区
保
護
司
　
入
　
江
　
光
　
子

　

数
年
前
対
象
者
並
び
に
保
護
者
に
対
し

て
積
極
的
に
社
会
参
加
活
動
の
一
環
と
し

て
施
設
見
学
と
体
験
活
動
等
へ
の
参
加
、

充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

対
象
者
は
、
今
ま
で
見
学
し
た
事
も
な

い
施
設
の
子
供
達
の
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
、

社
会
と
の
連
帯
感
自
己
の
存
在
感
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
事
が
あ
り
、
保

護
司
と
し
て
対
象
者
と
一
緒
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
職
員
や
施
設
の
利
用
者
か
ら
説

明
も
あ
り
、
又
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

参
加
し
、
施
設
の
職
員
の
自
然
体
で
接
す

る
努
力
に
よ
り
、
対
象
者
が
緊
張
感
も
な

く
、
焼
物
又
は
木
工
作
業
に
挑
戦
を
し
た
。

後
に
対
象
者
と
接
す
る
内
に
自
分
自
身
が

恥
か
し
く
思
え
た
ら
し
く
、
両
親
に
対
し

て
の
感
謝
の
気
持
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
、
保
護
観
察
少
年
に
対
す
る
処
遇
上
の

効
果
が
現
れ
た
こ
と
が
い
か
に
社
会
参
加
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ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

参
加
し
て

　

三
三
五
五
仲
間
が
集
ま

り
始
め
た
。
重
さ
と
手
に

フ
ィ
ッ
ト
す
る
ボ
ー
ル
を
捜
し
て
い
る
と
、
背

後
か
ら
ポ
ン
と
肩
を
叩
い
た
の
は
友
人
の
Ｓ
さ

ん
だ
っ
た
。「
迷
っ
て
い
る
な
あ
ー
ボ
ー
ル
は
軽

い
方
が
い
い
去
年
重
い
も
の
を
使
っ
て
手
首
を

痛
め
た
か
ら
…
…
」
そ
の
一
言
で
「
よ
し
こ
の

十
三
ポ
ン
ド
で
勝
負
し
よ
う
」
と
決
め
そ
っ
と

な
で
た
。

　

去
る
三
月
二
十
八
日
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
金
萬
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
参
加
し
た
。

　

そ
の
目
的
は
更
生
保
護
に
携
わ
る
関
係
者
の

健
康
と
、
体
力
の
向
上
と
さ
れ
約
六
十
人
が
腕

を
競
う
。

　

さ
て
馴
染
み
の
う
す
い
こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

や
っ
て
み
る
と
雲
を
捕
む
よ
う
に
難
し
い
。

　

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
助
走
し
ピ
ン
を
狙
っ

て
投
げ
る
の
だ
が
、
ボ
ー
ル
は
右
に
流
れ
て
ガ

タ
ー
、
あ
る
い
は
左
に
曲
っ
て
ス
ト
ラ
イ
ク
を

取
ら
せ
て
く
れ
な
い
。
残
っ
た
ピ
ン
は
い
ま
い

ま
し
い
ほ
ど
不
均
衡
に
並
ぶ
と
ゆ
う
冷
汗
の
連

続
で
あ
る
。
ま
ぐ
れ
当
り
の
ス
ト
ラ
イ
ク
は
せ

め
て
も
の
救
い
だ
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
二
ゲ
ー

ム
で
二
〇
〇
そ
こ
そ
こ
、
見
る
と
や
る
と
の
違

い
を
痛
感
し
た
。

　

こ
の
ふ
が
い
な
い
ス
コ
ア
に
腹
が
立
っ
て
失

敗
の
原
因
を
振
り
返
る
と
、

１
、
前
方
の
ピ
ン
の
み
集
中
し
手
足
が
バ
ラ
バ

ラ
だ
っ
た
。

２
、
ボ
ー
ル
の
穴
が
指
に
合
わ
ず
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
か
っ
た
。

３
、
投
げ
た
あ
と
の
フ
ォ
ー
ム
が
崩
れ
て
い
た
。

と
ま
あ
ー
偉
そ
う
に
解
析
し
た
が
、
そ
れ
は
単

な
る
屁
理
屈
で
あ
っ
て
神
経
戦
の
続
く
こ
の
競

技
の
妙
味
を
知
っ
た
。

　

今
に
し
て
思
う
の
だ
が
、
あ
の
時
の
姿
を
想

像
す
る
と
限
り
な
く
恥
か
し
く
滑
稽
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。

　

後
の
祭
り
だ
が
誰
か
さ
ん
が
こ
う
い
っ
た
。

「
レ
ー
ン
の
油
の
塗
り
方
で
ボ
ー
ル
の
走
り
が
変

わ
る
。
立
ち
位
置
を
移
動
し
た
り
、
ス
パ
ッ
ト

を
利
用
し
た
方
が
い
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
ス
パ
ッ
ト
っ
て
な
に
？
」
と
尋
ね
る
と
、
投

球
の
際
目
印
に
な
る
黒
色
の
三
角
を
い
う
の
だ

そ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
と
合
点
し
た
。

　

だ
が
前
方
に
立
っ
て
い
る
一
斤
壜
ほ
ど
の
ピ

ン
で
さ
え
シ
ャ
ー
プ
に
見
え
な
い
の
に
、
そ
の

小
さ
な
三
角
印
は
お
ぼ
ろ
月
の
よ
う
に
霞
ん
で

手
が
に
ぶ
る
。

　

こ
れ
は
き
っ
と
有
効
期
限
の
切
れ
た
男
の
悲

哀
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
隣
り
の
レ
ー
ン
だ
っ
た
観
察

所
職
員
を
垣
間
見
た
が
実
に
う
ま
い
。
体
も
絶

妙
に
動
い
た
。
当
摩
所
長
さ
ん
が
ス
ト
ラ
イ
ク

を
だ
し
た
と
思
え
ば
、
海
老
原
課
長
の
集
中
力

も
冴
え
随
所
で
光
を
放
っ
た
。
若
い
職
員
だ
っ

て
負
け
て
は
い
な
い
。
豪
快
な
ス
ト
ラ
イ
ク
を

積
み
重
ね
て
の
快
進
撃
、
小
生
は
溜
息
の
で
る

ほ
ど
眩
し
か
っ
た
し
、
妬
ま
し
く
も
あ
っ
た
。

や
っ
ぱ
り
現
役
は
強
く
て
琢
磨
し
い
。
底
知
れ

ぬ
パ
ワ
ー
に
し
ば
し
酔
う
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
大
会
昨
年
も
参
加
し
た
が
惨
め
な
成
績

に
泣
い
た
。
今
年
こ
そ
雪
辱
を
と
心
に
誓
っ
た

が
そ
の
期
待
は
春
の
淡
雪
の
よ
う
儚
く
消
え
た
。

　

け
れ
ど
も
こ
の
交
流
で
ま
た
想
い
出
の
ア
ル

バ
ム
に
ペ
ー
ジ
が
増
え
た
。
保
護
観
察
対
象
者

の
指
導
監
督
や
、
犯
罪
予
防
活
動
に
従
事
す
る

諸
先
生
が
、
ボ
ー
ル
ま
か
せ
の
和
気
あ
い
あ
い

の
中
予
想
外
の
展
開
に
一
喜
一
憂
し
た
。
そ
こ

に
は
笑
い
あ
り
、
悔
し
さ
あ
り
、
心
の
絆
の
深

ま
り
が
あ
っ
て
な
ん
と
も
得
が
た
い
楽
し
さ
が

あ
っ
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
企
画
あ

り
が
と
う
と
お
礼
を
い
い
た
い
。
そ
し
て
未
参

加
の
保
護
司
さ
ん
、
来
年
は
大
会
に
か
だ
り

4

4

4

ま

せ
ん
か
。

　

や
が
て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
認
知
障
害
を
防
止

す
る
た
め
に
も
…
、と
感
懐
が
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
。

秋
田
東
地
区
保
護
司
会

川
村
　
泰
三

一
筆
□
上
啓

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
今
後
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
と
り
あ
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
薦
・

他
薦
を
問
わ
ず
、
ど
し
ど
し
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理
解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動
です。

第59回“社会を明るくする運動”

『人は変われる。一緒なら』

　今年のポ
ス タ ー の
キャッチコ
ピーは、「人
は変われる。
一緒なら。」
です。犯罪
や非行を防
ぐとともに、

自らの過ちを悔いて、償いを誓った人の更生を支えるた
めには、地域社会で暮らす方々による温かく迎え入れる
「おかえり。」の気持ちが大切であり、犯罪や非行を繰り
返させない第一歩となることを、この「人は変われる。
一緒なら。」のポスターで広く訴え、理解を得て行きた
いと考えています。
　モデルには、様々な分野でご活躍されている歌手の谷
村新司さんにお願いしました。谷村さんの笑顔と「人は
変われる。一緒なら。」というメッセージを前面に、落
ち着いた色調のポスターに仕上がっています。

　犯罪をした人や非行のある
少年が、「やり直したい」「立
ち直りたい」と思い、社会で
自立を果たすためには、仕事
や学校、住むところなどの社
会生活の基盤が確保されてい
ることが大切です。そのため
には地域の理解は欠かせませ
ん。
　今回の広報ビデオには二人
の協力雇用主が登場します。
協力雇用主の活動やその思いに触れることによって、自
分たちにできることは何かを考えるドキュメンタリーと
なっています。
※貸し出しをしておりますので、必要な方は観察所まで
お願いします。

広報用ポスター 広報ビデオ「心の家路」
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第 59 回 “ 社会を明るくする運動 ”写真集

地元高校生による広報活動
（秋田臨港）

斉藤市長と共にパレード中（能代市）

暑い中がんばりました（7/5）いよいよ“キャピック展”開始です（7/5）

能代市で開催されたセミナー（能代市）

工藤雄一氏の講演に熱心に
耳を傾ける参加者（秋田臨港）

ショッピングセンターでの広報活動
（秋田臨港）

ホット一息
お茶はいかがですか？（7/5）

船越駅での街頭キャンペーン（7/2　男鹿市） 観光レディから秋田市長へ
大臣メッセージ（7/1）

秋田市役所前の看板

学生へ“社明”をアピール（7/1） 小京都角館の広報活動

速報
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（
平
成
21
年
７
月
１
日
付
）

大　

泉　

政　

雄
（
秋
田
中
央
）

佐
々
木　

良
佳
子
（
秋　
田　
東
）

佐　

藤　

勝　

男
（
秋
田
中
央
）

髙　

橋　

大　

和
（
秋
田
中
央
）

佐　

藤　

徳　

朗
（
男　
　

鹿
）

佐　

藤　

眞　

悦
（
潟
上
湖
東
）

大　

塚　

金　

弘
（
能　
　

代
）

菊　

地　
　
　

天
（
能　
　

代
）

岩　

井　
　
　

聰
（
能　
　

代
）

吉　

田　

好　

作
（
大　
　

館
）

原　

田　

宗　

悦
（
鹿　
　

角
）

泉　

川　

静　

子
（
横　
　

手
）

鈴　

木　
　
　

卓
（
横　
　

手
）

髙　

橋　

一　

浩
（
横　
　

手
）

中　

村　

裕　

子
（
大　
　

曲
）

鈴　

木　

三　

郎
（
大　
　

曲
）

佐
々
木　

正　

広
（
大　
　

曲
）

齋　

藤　

昭　

道
（
角　
　

館
）

退
任

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
平
成
21
年
６
月
30
日
付
）

佐　

藤　

章　

次
（
秋
田
中
央
）

佐　

藤　

一　

男
（
男　
　

鹿
）

小　

林　

ミ　

ヲ
（
能　
　

代
）

黒　

沢　
　
　

均
（
鹿　
　

角
）

佐
々
木　

一　

郎
（
横　
　

手
）

村　

上　

義　

正
（
湯　
　

沢
）

佐　

藤　

庄　

司
（
大　
　

曲
）

慶
弔
・
そ
の
他
関
係

死
　
亡

　

齋　

藤　

啓　

介
（
角
館
）

平
成
21
年
３
月
５
日　

享
年
77
歳

　

羽　

深　

良　

雄
（
本
荘
）

平
成
21
年
５
月
20
日　

享
年
76
歳

　

秋
田
更
生
保
護
五
十
号
を
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
機
は
良
材
の
如
く
、
師
は
工
匠
に
似
た

り
」
ど
れ
程
素
晴
ら
し
い
人
材
で
あ
り
ま

し
て
も
、
導
く
者
が
間
違
っ
て
お
っ
た
な

ら
ば
、
こ
れ
は
大
変
な
罪
悪
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

例
え
ば
立
派
な
杉
、
あ
る
い
は
檜
、
欅
、

い
ろ
ん
な
材
料
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

素
晴
ら
し
い
、
す
べ
て
の
人
が
こ
れ
ほ
ど

の
物
は
世
の
中
に
は
滅
多
に
出
て
こ
な
い

だ
ろ
う
と
称
讃
す
る
よ
う
な
用
材
で
も
、

大
工
さ
ん
や
、指
物
屋
さ
ん
が
下
手
で
あ
っ

た
り
、
そ
う
い
う
細
工
物
に
稚
拙
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
せ
っ
か
く
の
材
料
を
活
か
し

て
使
う
こ
と
が
出
来
ず
に
、
廃
材
同
様
な

物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
間
で
も
同
じ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

櫻
田
元
宏

編
集
後
記

　

更
生
保
護
関
係
の
功
労

高
齢
者
叙
勲

　
　

鈴　

木　

ト　

シ（
秋
田
保
護
区
）

平
成
21
年
３
月
１
日
付

叙
位
（
正
六
位
）

　
　

小　

松　

英　

光

（
元
角
館
地
区
保
護
司
）

平
成
21
年
４
月
15
日
付

　

更
生
保
護
以
外
の
功
労

旭
日
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　
　

髙　

橋　

俊　

三
（
秋
田
臨
港
）

　
　

渡　

部　

庄　

亮
（
秋
田
中
央
）

瑞
宝
単
光
章
（
矯
正
功
労
業
務
）

　
　

持　

主　

正　

巳
（
秋
田
東
）

藍
綬
褒
章
（
産
業
振
興
功
績
）

　
　

國　

安　

教　

善

（
更
生
保
護
援
護
協
会
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

転
　
入
（
平
成
21
年
４
月
１
日
付
）　

金　

森　

直　

子

（
盛
岡
保
護
観
察
所
保
護
観
察
官
）

処
遇
部
門
保
護
観
察
官

　

私
は
か
つ
て
、
平
成
十
年
に
秋
田
保
護

観
察
所
に
採
用
さ
れ
、
会
計
係
と
し
て
四

年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
秋
田
で
の

生
活
は
二
度
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
四
月

に
異
動
し
て
来
た
頃
、
海
に
沈
む
大
き
な

夕
日
や
、
そ
の
名
の
と
お
り
雄
大
な
雄
物

川
を
目
に
す
る
に
つ
け
、
改
め
て
秋
田
に

戻
っ
て
き
た
の
だ
な
あ
、
と
感
慨
に
浸
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
秋
田
に
来
て

す
で
に
数
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
日
々
生
活
す
る
中
で
、
街
並
み
は

変
わ
っ
て
も
、
雄
大
な
自
然
と
秋
田
の
人

の
優
し
い
心
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
再
び
秋
田
の
更
生
保
護
事
業

の
一
端
を
担
え
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
今
度
は
一
保
護

観
察
官
と
し
て
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

転
　
出
（
平
成
21
年
４
月
１
日
付
）

松　

崎　

清　

勝
（
処
遇
部
門
保
護
観
察
官
）

福
島
観
・
処
遇
部
門
保
護
観
察
官

藤　

原　
　
　

顕
（
処
遇
部
門
保
護
観
察
官
）

青
森
観
・
会
計
係
長

新
任

　

次
の
方
々
が
新
し
く
保
護
司
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

秋　田　更　生　保　護 第 50 号（8）平成 21 年 8 月 5 日

平
成
二
十
一
年
度 

保
護
観
察
所
人
事
異
動

保
護
司
の
異
動


